
改
築
工
事
ア
ル
バ
ム(

後
編)

　

前
号
は
、
解
体
か
ら
基
礎
工

事
を
経
て
、
上
棟
式
ま
で
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
後
編
で
は
、
し
っ
か

り
完
成
さ
せ
、
あ
わ
せ
て
、
落

成
報
告
会
や
、
周
辺
工
事
の
紹

介
も
し
ま
す
。

　

前
篇
は
雑
然
と
写
真
が
並
ん

で
い
る
だ
け
で
、
ち
ょ
っ
と
見

に
く
か
っ
た
で
す
ね
。

　

今
回
は
番
号
を
付
け
て
み
ま

し
た
。
む
ろ
ん
、
番
号
順
に
ご

覧
い
た
だ
く
必
要
な
ど
、
こ
れ
っ

ぽ
っ
ち
も
あ
り
ま
せ
ん
。

前
篇
の
最
後
に
紹
介
し
た
模
型
の
、
屋
根
を
取
り

払
っ
て
、
真
上
か
ら
俯
瞰
し
ま
し
た
。
右
に
突
き

出
た
廊
下
で
、
本
堂
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

本
堂
の
屋
根
か
ら
見
下
ろ
し
ま
し
た
。
南
北

に
走
る
切
妻
の
棟
が
、
東
西
に
三
棟
連
な
っ

て
い
る
造
り
で
す
。
緑
色
は
防
水
シ
ー
ト
。

屋
根
は
、
ガ
ル
バ
ニ
ウ
ム
と
呼
ば
れ
る
合
金
を

葺
き
ま
し
た
。
瓦
よ
り
ず
っ
と
軽
く
、
し
か
も

丈
夫
ら
し
い
で
す
。
き
っ
と
地
震
に
も
強
い
。

棟
を
繋
ぐ
デ
ッ
キ
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
と
呼

ば
れ
る
、
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
の
素

材
で
塗
装
し
ま
し
た
。
船
な
ど
で
使

う
も
の
で
す
か
ら
、
デ
ッ
キ
そ
の
も

の
。
デ
ッ
キ
全
体
が
、
巨
大
な
雨
樋

の
役
目
も
は
た
し
ま
す
。

棟
札
は
二
階
部
分
の
棟
に
取
り
付
け
ま
し
た
。

古
い
棟
札
は
、
箱
に
納
め
て
、
同
じ
天
井
裏
に
。

大
工
の
中
須
豊
氏
と
、
長
男
の
棟

男
君
。
大
工
仕
事
は
ほ
と
ん
ど
こ

の
二
人
で
仕
上
げ
ま
し
た
。

客殿部分だけは土壁。左官の田村さん。庫裏の壁はクロス。パテで下塗り。

サ
ッ
シ
の
角
宮
さ
ん
は
、
檀
家
さ
ん
で
す
。
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保護シートがとれて、姿を現しました。塗装をしたらご覧の通り。同じアングルからの、かつての眺め。

10 年前に恰美術館から預かった石を、庭の橋として復活さ
せることになりました。富士庭園土木の矢野英治さん。

石橋の庭が完成。人が渡る機会はめったにありませんが。

ようやく完成。これから見慣れた光景になります。
正面から。あまり寺らしくありませんね。
美術館か喫茶店みたい、なんていわれます。

客殿。手前が 18 畳、奥が 12 畳、都合 30 畳。広い方の 18 畳には床の間もあります。
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玄関から北に伸びる廊下。

明るい場所は天窓。
天窓は別名「風井戸」。イチョウの葉が隠れて
います。わかりますか？

本堂側から望む廊下。突き当りは寺務所。

こ
こ
が
寺
務
所
。
こ
こ
に
も
天
窓
。

設計士さんと大工さんに感謝状贈呈。

記念品は、高野杉の腕輪念珠
と、小林昌子さん作の、長谷
寺オリジナルグッズ、イチョ
ウのストラップ。 客殿では岩朝哲夫さんの仏像展。総代さんたちと記念写真。ご苦労様でした。

一
月
三
十
日
に
落
成
報
告
会
を
も
ち
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
一
〇
〇
人
ほ
ど
の
檀
信
徒
と
工
事

関
係
者
が
集
い
ま
し
た
。
ま
だ
真
冬
な
の
に
、

会
場
は
暖
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

本
堂
に
巨
大
な
ス
ク
リ
ー
ン
を
設
え
て
、

工
事
の
経
過
報
告
を
し
ま
し
た
。
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写
真
で
は
、
全
体
の
う

ち
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ペ
ー

ス
の
客
殿
部
分
し
か
紹
介

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
冒

頭
の
模
型
の
俯
瞰
写
真
の
、

ほ
ぼ
右
半
分
だ
け
で
す
。

　

大
法
会
で
は
、
庫
裏
を

含
め
て
、
ほ
ぼ
全
て
の
空

間
を
使
い
ま
す
か
ら
、
お

立
ち
入
り
い
た
だ
く
い
い

機
会
で
す
。
と
く
に
お
手

伝
い
の
方
は
、
大
威
張
り

で
す
。
も
っ
と
も
、
超
私

的
空
間
だ
け
は
勘
弁
し
て

く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
十
二
年
ぶ
り
の

大
法
会
が
い
よ
い
よ
目
前

に
せ
ま
り
ま
し
た
。
実
行

委
員
さ
ん
た
ち
を
中
心
に
、

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

◆
カ
ン
パ
と
切
手

　

京
都
府
の
谷
口
宗
一
さ

ん
、
徳
島
市
の
中
内
輝
彦

さ
ん
、
木
津
元
村
の
米
本

茂
雄
さ
ん
、
南
浜
の
濱
武

捷
か
ら
カ
ン
パ
、
徳
島
市

の
藤
本
三
恵
子
さ
ん
、
鳴

門
町
の
井
上
裕
子
さ
ん
、

木
津
野
の
岩
朝
計
夫
さ
ん

か
ら
切
手
が
届
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

大法会に向けて、周辺の工事も進みました。
お化粧直しのため、保護シートで覆われた本堂。

観音堂のうしろの崩れかけ土塀（右）も、こんなに
きれいに蘇りました（左）。文字通り、職人技です。

毘沙門堂の三方の扉をリニューアルしました。隙間だらけで、台風が来ると
きまって雨が降り込むので、畳を上げていました。むろん右が旧、左が新。

周辺の工事で最も変わったのは、境内のトイレ。思い切って改築
しました。とても快適になったと、評判です。新旧は同上。

鐘楼は、袴の部分を葺き直しました。
トタンの波板（上）から、庫裏の屋根
に合わせてガルバニウム仕上げ（下）。
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